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はじめに

佐伯・西尾（2022）の「教育学部学生による『科学の祭典』に関する一考察‐山口大学教育学部小学校総

合選修において‐」では、2021年度の山口大学教育学部の授業「教職協働実践Ⅲ」において、小学校総合選修

の第３学年の学生に「科学の祭典」の準備（企画を含む）をさせ、授業外活動として「科学の祭典」を実施さ

せた。ちなみに、「科学の祭典」とは「科学に関する分野の実験や工作をする科学体験活動」のことである。

上記の「科学の祭典」の参加者は、児童と保護者であり、山口市内の小学校にチラシを配布して公募し

た。この「科学の祭典」の主催は山口大学教育学部小学校総合選修である。会場は山口大学教育学部であり、

３つのコース（Ａコース，Ｂコース，Ｃコース）をつくり、ワークショップという実験演示形式を用いて実

施した。

学生の自己評価（「意欲」と「態度」）と学生の意識（「満足度」）を調査し、分析した結果、「意

欲」と「態度」については、良好～概ね良好であり、また、「満足度」については、概ね良好であったこと

が分かった。また、児童の意識（「おもしろかった」と「きょうみをもった」）及び保護者の意識（「良

かった」）を調査し、分析した結果、児童の意識及び保護者の意識については、ともに良好であったことが

分かった。さらに、児童の意識（「おもしろかった」と「きょうみをもった」）の要因のいくつかが明らか

になった。

１．研究の目的

日本科学技術振興財団 人財育成部「青少年のための科学の祭典」事務局（2010）のWebサイト『青少年の

ための科学の祭典』の「『青少年のための科学の祭典』について」では「『青少年のための科学の祭典』に

は、“ブース”、“ステージ”、“ワークショップ”という実験演示形式があります。」と示されている。

佐伯・西尾（2022）の「科学の祭典」の実験演示形式は、前述したとおり、ワークショップであった。

さて、2022年10月１日に「第７回長門サイエンスフェスティバル」が開催された。本稿では、「第７回

長門サイエンスフェスティバル」を「科学の祭典」と以下に称する。この「科学の祭典」の実験演示形式は

ブースであった。なお、「科学の祭典」の詳細については後述する。

本研究では、山口大学教育学部小学校総合選修の第１学年の学生に、授業及び授業外活動で「科学の祭

典」に出展するブースの準備（企画を含む）をさせ、授業外活動として「科学の祭典」に参加させてブース

を出展させた。本研究の目的は、「科学の祭典」に出展するブースの準備（企画を含む）をする活動、また、

「科学の祭典」の当日の活動に対する学生の自己評価と学生の意識に関する知見を得ることであり、「科学

の祭典」に参加した児童・生徒の意識に関する知見を得ることである。
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２．「科学の祭典」の概要、「科学の祭典」の準備及び「科学の祭典」の実施

２－１　「科学の祭典」の概要

2022年10月１日の10：00～15：00（午前の部：10：00～12：00，午後の部：13：00～15：00）に「科学の

祭典」が開催された。会場は「ルネッサながと」であった。「科学の祭典」の主催は長門サイエンスフェス

ティバル実行委員会である。

「科学の祭典」への参加者の募集方法、参加者数、ブースの数を以下に示す。長門サイエンスフェス

ティバル実行委員会が、長門市の公立小学校11校と公立中学校５校にQRコードを印刷したチラシを配布し、

参加者を募集した。参加者は先着順で決定した。その結果、児童・生徒の参加者数は250名であった。ブー

スの数は21ブースであり、その中の８つのブースを山口大学教育学部小学校総合選修の学生が出展した。

２－２　「科学の祭典」の準備及び「科学の祭典」の実施

本研究では、山口大学教育学部小学校総合選修の第１学年の学生40名に、山口大学教育学部の授業「協働

実践基礎」及び授業外活動において「科学の祭典」に出展するブースの準備（企画を含む）をさせ、授業外

活動として「科学の祭典」に参加させてブースを出展させた。

学生が「科学の祭典」に出展するブースの準備を始めたのは2022年７月22日の「協働実践基礎」からであ

る。「科学の祭典」の実施日は、前述したとおり、2022年10月１日であった。

各ブースの番号と名称、ブースの内容を表１に示す。

学生が「科学の祭典」に出展するブースの準備（企画を含む）をしているようすを図１～図８、「科学の

祭典」の当日のようすを図９～図18に示す。なお、図９は当日の準備のようす、図18は当日の終わりの挨拶

のようすである。

表１　ブースの番号と名称、ブースの内容
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図６　準備（ブース⑥）

図１　準備（ブース①） 図２　準備（ブース②） 図３　準備（ブース③）

図４　準備（ブース④） 図５　準備（ブース⑤）
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３．調査の方法と分析の方法

３－１　学生の自己評価と学生の意識

「科学の祭典」に出展するブースの準備をする活動に対する学生の自己評価と学生の意識を明らかにする

目的で質問紙Ａを作成した。また、「科学の祭典」の当日の活動に対する学生の自己評価と学生の意識を明

らかにする目的で質問紙Ｂを作成した。

各質問紙（質問紙Ａ，質問紙Ｂ）では「前文」と「問い」を設定した。

質問紙Ａの「前文」では「これまで『科学の祭典』に出展するブースの準備をしてきました。準備をす

る中で、自分がしたこと（取り組んだこと）をもとに２つの質問項目（Ⅰ「意欲的に取り組むことができ

た。」，Ⅱ「協力して取り組むことができた。」）について自己評価をしてください。また、準備をする中

で、体験したことをもとに２つの質問項目（Ⅲ「おもしろかった。」，Ⅳ「勉強になった。」）について、

図７　準備（ブース⑦） 図８　準備（ブース⑧） 図９　当日（準備のようす）

図10　当日（ブース①） 図11　当日（ブース②） 図12　当日（ブース③）

図13　当日（ブース④） 図14　当日（ブース⑤） 図15　当日（ブース⑥）

図16　当日（ブース⑦） 図17　当日（ブース⑧） 図18　当日（終わりの挨拶）
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あなたの意識を教えてください。」と示した。次に、「問い」では「それぞれの質問項目において、あては

まる番号を１つ選んで○をつけてください。」という教示を行い、４つの質問項目（Ⅰ「意欲的に取り組む

ことができた。」，Ⅱ「協力して取り組むことができた。」，Ⅲ「おもしろかった。」，Ⅳ「勉強になっ

た。」）を設定した。この選択肢法による調査では、質問項目ごとに５件法（５．とてもあてはまる，４．

だいたいあてはまる，３．どちらともいえない，２．あまりあてはまらない，１．まったくあてはまらな

い）で回答を求めた。

質問紙Ｂの「前文」では、質問紙Ａの「前文」で下線をつけた文言（「これまで『科学の祭典』に出展す

るブースの準備をしてきました。準備をする中で、」と「準備をする中で、」）を「今日は『科学の祭典』

に参加し、ブースを出展しました。『科学の祭典』に参加して、」と「『科学の祭典』に参加して、」に換

えて示した。質問紙Ｂの「問い」は質問紙Ａと同じである。

質問紙Ａを用いた調査は「科学の祭典」に出展するブースの準備を終了した時点で実施し、質問紙Ｂを用

いた調査は「科学の祭典」の当日の活動を終了した時点で実施した。

質問紙Ａと質問紙Ｂの選択肢法の調査を分析するにあたっては、５件法の「５．とてもあてはまる」～

「１．まったくあてはまらない」を５点～１点とし、平均値と標準偏差を算出し、天井効果と床効果の有無

を確認した。

３－２　児童・生徒の意識

「科学の祭典」に参加した児童・生徒の意識を明らかにする目的で質問紙Ｃを作成した。

質問紙Ｃでは「問い」を設定した。この「問い」は選択肢法と記述法による調査である。「問い」では

「今日（きょう）の活動（かつどう）をして、あなたが思（おも）ったことや感（かん）じたことを教（お

し）えてください。質問項目（しつもんこうもく）において、あてはまる番号（ばんごう）を１つ（ひと

つ）えらんで○をつけてください。また、その理由（りゆう）を□の中に書いてください。」という教示を

行い、１つの質問項目（質問項目㋐「おもしろかった」）を設定した。上記の教示中の（　　）内の文字は、

振り仮名として示した。選択肢法による調査では、５件法（５．とてもあてはまる，４．だいたいあてはま

る，３．どちらともいえない，２．あまりあてはまらない，１．まったくあてはまらない）で回答を求めた。

記述法による調査では、記述欄（□）を設定して、自由記述で回答を求めた。

上記の他、質問紙Ｃでは、参加したブースの名称、校種の別（小学校，中学校）と学年を記入する欄を設

定し、回答を求めた。

質問紙Ｃを用いた調査は、「科学の祭典」の各ブースの活動が終了した時点で行った。具体的には、各

ブースの活動が終了した時点で児童・生徒に質問紙Ｃを配付し、その場で回答してもらって回収した。つま

り、ブースごとに質問紙Ｃを回収した。なお、調査時において、児童・生徒が「問い」で問われていること

を理解できにくい場合、学生が補足説明（サポート）をした。

質問紙Ｃの回答者数、ブースごとの回答者数、ブースごとの校種と学年の人数を集計した。

「問い」の選択肢法による調査を分析するにあたっては、５件法の「５．とてもあてはまる」～「１．まっ

たくあてはまらない」を５点～１点とし、平均値と標準偏差を算出し、天井効果と床効果の有無を確認した。

「問い」の記述法による調査を分析するにあたっては、記述欄に書かれた記述の内容を読み取り、参加

したブースごとに児童・生徒の意識の要因（思ったり、感じたりした理由）が書かれているものを抽出した。

その際、類似の内容が複数抽出された記述（２名以上の記述に同じ内容が書かれているもの）をもとに児

童・生徒の意識の要因（意識の背景）を見出した。なお、１人の記述に異なる内容がみられた場合、それぞ

れ個別の記述として扱った。

４．結果と考察

４－１　学生の自己評価と学生の意識

質問紙Ａと質問紙Ｂの選択肢法による調査について分析した結果（平均値と標準偏差，天井効果の有無）

を表２に示す。なお、床効果はみられなかったため、表２には示していない。また、表２では、「科学の祭

典」に出展するブースの準備を終了した時点で実施した調査（質問紙Ａを用いた調査）を「準備」、「科学

の祭典」の当日の活動を終了した時点で実施した調査（質問紙Ｂを用いた調査）を「当日」と表記した。
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表２をみると、「準備」と「当日」のすべての質問項目（Ⅰ「意欲的に取り組むことができた。」，Ⅱ

「協力して取り組むことができた。」，Ⅲ「おもしろかった。」，Ⅳ「勉強になった。」）で天井効果が

みられる。このことは、「準備」と「当日」において、学生の自己評価（「意欲的に取り組むことができ

た。」，「協力して取り組むことができた。」）と学生の意識（「おもしろかった。」，「勉強になっ

た。」）が良好であったことを示している。

表２　学生の意識（準備，当日）を分析した結果

４－２　児童・生徒の意識

質問紙Ｃの回答者数、ブースごとの回答者数を集計した結果、598名（①：70名，②：59名，③：69名，

④：91名，⑤：99名，⑥：64名，⑦：76名，⑧：70名）であった。ブースごとに校種と学年の人数を集計し

た結果を表３に示す。

表３　ブースごとに校種と学年の人数を集計した結果

質問紙Ｃの選択肢法による調査について分析した結果（平均値と標準偏差，天井効果の有無）を表４に

示す。なお、床効果はみられなかったため、表４には示していない。表４をみると、すべてのブース（①～

⑧）において質問項目㋐「おもしろかった」で天井効果がみられる。このことは、すべてのブースにおいて、

参加した児童・生徒の意識（「おもしろかった」）が良好であったことを示している。

表４　児童・生徒の意識（質問項目㋐「おもしろかった」）を分析した結果

質問紙Ｃの㋐「おもしろかった」の記述法による調査について分析した結果を以下に示す。
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ブース①について以下に示す。

「作ることができたから」、「作るのがたのしかったから」といった記述がみられた。このことから、要

因として「人工イクラを作ったこと」を見取ることができる。「初めて作ったから」、「作ったのが初めて

だったから」といった記述がみられた。このことから、要因として「人工イクラを初めて作ったこと」を見

取ることができる。このことは、前述した要因（「人工イクラを作ったこと」）に「初めて経験したこと」

が含まれていることを示している。「かんたんにできたから」、「おとすだけで作れたから」といった記述

がみられた。このことから、要因として「人工イクラの作り方が容易であること」を見取ることができる。

このことは、前述した要因（「人工イクラを作ったこと」）に「容易にできること」が含まれていることを

示している。「いろいろな色のぷよぷよが作れたから」、「赤、青、黄色のぷよぷよを作ることができたか

ら」といった記述がみられた。このことから、要因として「３色の人工イクラを作ったこと」を見取ること

ができる。このことは、前述した要因（「人工イクラを作ったこと」）に「色の違い（赤色，青色，黄色）

があること」が含まれていることを示している。「おとすと丸くなるから」、「丸のかたちになるのがおも

しろかった」といった記述がみられた。このことから、要因として「人工イクラが丸くなるのを見たこと」

を見取ることができる。なお、この記述は、作る過程のことであるため、前述した要因（「人工イクラを

作ったこと」）と近しい要因と考えられる。「ペットボトルをふると３色のぷよぷよがまざってきれいだか

ら」、「水の中でいろいろな色のぷよぷよがまわってきれいだから」といった記述がみられた。このことか

ら、要因として「ペットボトルに入れた人工イクラ（製作物）を見たこと」を見取ることができる。「原理

が知れて『このようになっている』と分かったから」、「化学反応によってぷよぷよができることを知った

から」といった記述がみられた。このことから、要因として「人工イクラのでき方に関する説明を聞き、理

解したこと」を見取ることができる。この要因には「学生とのかかわり」が含まれていることを示している。

ブース②について以下に示す。

「作るのが楽しかったから」、「作るのがおもしろかった」といった記述がみられた。このことから、要

因として「空気砲を作ったこと」を見取ることができる。「作るのがかんたんだったから」、「かんたんに

作れたから」といった記述がみられた。このことから、要因として「空気砲の作り方が容易であること」を

見取ることができる。このことは、前述した要因（「空気砲を作ったこと」）に「容易にできること」が含

まれていることを示している。「空気が出たから」、「ふうせんをひっぱったら、ドンをなったから」と

いった記述がみられた。このことから、要因として「空気砲（製作物）を使って、空気を発射したこと」を

見取ることができる。「的あてゲームができたから」、「的をたおすことができたから」といった記述がみ

られた。このことから、要因として「空気砲（製作物）を使って的当てゲームをして遊んだこと」を見取る

ことができる。なお、この記述は、前述した要因（「空気砲（製作物）を使って、空気を発射したこと」）

と近しい要因と考えられる。

ブース③について以下に示す。

「作ることができたから」、「作るのがおもしろかった」といった記述がみられた。このことから、要

因として「踊る紙コップを作ったこと」を見取ることができる。「目をつけたり、絵をかいたりしたから」、

「かおをかいたり、色をぬったりしたから」といった記述がみられた。このことから、要因として「紙コッ

プに目を貼ったり、絵を描いたりして仕上げたこと」を見取ることができる。なお、この記述は、作る過程

のことであるため、前述した要因（「踊る紙コップを作ったこと」）と近しい要因と考えられる。「説明を

聞きながら作ったから」、「作り方をていねいに教えてくれたから」といった記述がみられた。このことか

ら、要因として「作り方の説明を聞き、作ったこと」を見取ることができる。このことは、前述した要因

（「踊る紙コップを作ったこと」）に「学生とのかかわり」が含まれていることを示している。「コップを

回すとガタガタしてびっくりしたから」、「カタカタうごいたから」といった記述がみられた。このことか

ら、要因として「踊る紙コップ（製作物）を使って、その動き方を見たこと」を見取ることができる。「台

風みたいにまわるから」、「まわるところがおもしろかった」といった記述がみられた。このことから、要

因として「踊る紙コップ（製作物）を使って、その動き方を見たこと」を見取ることができる。「ゴムがも

どる力で紙コップがガタガタすることが分かったから」、「しくみが分かったから」といった記述がみられ

た。このことから、要因として「踊る紙コップが動く仕組みを理解したこと」を見取ることができる。

ブース④について以下に示す。

「作ることができたから」、「作るのがおもしろかった」といった記述がみられた。このことから、要
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因として「バスボムを作ったこと」を見取ることができる。「初めて作ったから」、「初めてだったから」

といった記述がみられた。このことから、要因として「バスボムを初めて作ったこと」を見取ることができ

る。このことは、前述した要因（「バスボムを作ったこと」）に「初めて経験したこと」が含まれているこ

とを示している。「かんたんだったから」、「とてもかんたんにできたから」といった記述がみられた。こ

のことから、要因として「バスボムの作り方が容易であること」を見取ることができる。このことは、前述

した要因（「バスボムを作ったこと」）に「容易にできること」が含まれていることを示している。「好き

な色のバスボムを作れたから」、「色をえらべて作れたから」といった記述がみられた。このことから、要

因として「色を選択して作ることができたこと」を見取ることができる。なお、この記述は、作る過程のこ

とであるため、前述した要因（「バスボムを作ったこと」）と近しい要因と考えられる。「においをつける

ことができたから」、「いいにおいをつけられたから」といった記述がみられた。このことから、要因とし

て「香をつけて作ることができたこと」を見取ることができる。なお、この記述は、作る過程のことである

ため、前述した要因（「バスボムを作ったこと」）と近しい要因と考えられる。「いろいろな粉をまぜてで

きるのがおもしろかった」、「３つの粉をまぜるのが楽しかったから」といった記述がみられた。このこと

から、要因として「複数の粉をまぜて作ったこと」を見取ることができる。なお、この記述は、作る過程の

ことであるため、前述した要因（「バスボムを作ったこと」）と近しい要因と考えられる。「つぶすところ

が楽しかったから」、「おさえるのが楽しかったから」といった記述がみられた。このことから、要因とし

て「粉をつぶして作ったこと」を見取ることができる。なお、この記述は、作る過程のことであるため、前

述した要因（「バスボムを作ったこと」）と近しい要因と考えられる。「粉をまぜるとき気持ちよかったか

ら」、「かためるとき、気持ちよかったから」といった記述がみられた。このことから、要因として「バス

ボムを作るときの手ごたえが心地良いこと」を見取ることができる。なお、この記述は、作る過程のことで

あるため、前述した要因（「バスボムを作ったこと」）と近しい要因と考えられる。「バスボムの色がきれ

いだから」、「バスボムの色がかわいいから」といった記述がみられた。このことから、要因として「バス

ボム（製作物）を見たこと」を見取ることができる。

ブース⑤について以下に示す。

「作ることができたから」、「作るのがたのしかったから」といった記述がみられた。このことから、要

因として「ハーバリウムを作ったこと」を見取ることができる。「初めて作ったから」、「初めてのたいけ

んだったから」といった記述がみられた。このことから、要因として「ハーバリウムを初めて作ったこと」

を見取ることができる。このことは、前述した要因（「ハーバリウムを作ったこと」）に「初めて経験した

こと」が含まれていることを示している。「花を入れるのが楽しかったから」、「花をつめるのがおもしろ

かった」といった記述がみられた。このことから、要因として「花を入れて作ること」を見取ることができ

る。なお、この記述は、作る過程のことであるため、前述した要因（「ハーバリウムを作ったこと」）と近

しい要因と考えられる。「花を選んで作るのが楽しかったから」、「自分の好きな花を選んで入れることが

できたから」といった記述がみられた。このことから、要因として「花を選択して作ることができたこと」

を見取ることができる。なお、この記述は、作る過程のことであるため、前述した要因（「ハーバリウムを

作ったこと」）と近しい要因と考えられる。「いろいろな花を入れられたから」、「たくさんの花を選んで

作れたから」といった記述がみられた。このことから、要因として「複数の花を入れて作ることができたこ

と」を見取ることができる。なお、この記述は、作る過程のことであるため、前述した要因（「ハーバリウ

ムを作ったこと」）と近しい要因と考えられる。「液を入れるのが楽しかったから」、「ちゅうしゃきで入

れるのがおもしろかった」といった記述がみられた。このことから、要因として「ハーバリウムオイルを

入れて作ること」を見取ることができる。なお、この記述は、作る過程のことであるため、前述した要因

（「ハーバリウムを作ったこと」）と近しい要因と考えられる。「思いどおりのさくひんを作れたから」、

「自分でデザインしたハーバリウムを作れたから」といった記述がみられた。このことから、要因として

「オリジナルのハーバリウム（製作物）ができたこと」を見取ることができる。「お花をガラスのびんにか

ざってかわいかったから」、「オシャレでかわいいから」といった記述がみられた。このことから、要因と

して「花を入れたハーバリウム（製作物）を見たこと」を見取ることができる。

ブース⑥について以下に示す。

「作るのがおもしろかった」、「作るのがたのしかったから」といった記述がみられた。このことから、

要因として「テンセグリティーを作ったこと」を見取ることができる。「くみあわせるのがたのしかった」、
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「くみたてるのがたのしかったから」といった記述がみられた。このことから、要因として「テンセグリ

ティーを作ったこと」を見取ることができる。「くみあわせて、立体的になったから」、「くみたてるのが

たのしかったから」といった記述がみられた。このことから、要因として「テンセグリティーを作ったこ

と」を見取ることができる。「初めて作ったから」、「作ったことがなかったから」といった記述がみられ

た。このことから、要因として「テンセグリティーを初めて作ったこと」を見取ることができる。このこと

は、前述した要因（「テンセグリティーを作ったこと」）に「初めて経験したこと」が含まれていることを

示している。「むずかしそうで、かんたんだったから」、「いがいとかんたんに作れたから」といった記述

がみられた。このことから、要因として「テンセグリティーの作り方が容易であること」を見取ることがで

きる。このことは、前述した要因（「テンセグリティーを作ったこと」）に「容易にできること」が含まれ

ていることを示している。「頭をつかって作ったから」、「どこにどこをつなげるのかを考えて作ったので

おもしろかった」といった記述がみられた。このことから、要因として「テンセグリティーの作り方が容易

でないこと」を見取ることができる。このことは、前述した要因（「テンセグリティーを作ったこと」）に

「容易にできないこと」が含まれていることを示している。「おしえてもらいながら作ったから」、「作り

方を分かりやすく説明してくれたから」といった記述がみられた。このことから、要因として「作り方の説

明を聞き、作ったこと」を見取ることができる。このことは、前述した要因（「テンセグリティーを作った

こと」）に「学生とのかかわり」が含まれていることを示している。「きれいな形ができたから」、「きれ

いにできたから」といった記述がみられた。このことから、要因として「テンセグリティー（製作物）を見

たこと」を見取ることができる。

ブース⑦について以下に示す。

「作ることができたから」、「作るのがおもしろかった」といった記述がみられた。このことから、要因

として「ストローストラップを作ったこと」を見取ることができる。「初めて作ったから」、「知らなかっ

た体験ができたから」といった記述がみられた。このことから、要因として「ストローストラップを初めて

作ったこと」を見取ることができる。このことは、前述した要因（「ストローストラップを作ったこと」）

に「初めて経験したこと」が含まれていることを示している。「かんたんに作れたから」、「作り方がかん

たんだったから」といった記述がみられた。このことから、要因として「ストローストラップの作り方が

容易であること」を見取ることができる。このことは、前述した要因（「ストローストラップを作ったこ

と」）に「容易にできること」が含まれていることを示している。「自分の好きな色のビーズやラメを選ん

で入れることができたから」、「自分で色を選べたから」といった記述がみられた。このことから、要因と

して「入れるビーズやラメの色を選択して作ることができたこと」を見取ることができる。なお、この記述

は、作る過程のことであるため、前述した要因（「ストローストラップを作ったこと」）と近しい要因と考

えられる。「自分の好きな形のビーズを選んで入れることができたから」、「自分のイニシャルのビーズを

入れることができたから」といった記述がみられた。このことから、要因として「入れるビーズの形を選択

して作ることができたこと」を見取ることができる。なお、この記述は、作る過程のことであるため、前述

した要因（「ストローストラップを作ったこと」）と近しい要因と考えられる。「くっつけるのが楽しかっ

たから」、「ストローをくっつけることがおもしろかった」といった記述がみられた。このことから、要因

として「エアアイロンを使ってストローストラップの一端を閉じる活動をしたこと」を見取ることができる。

なお、この記述は、作る過程のことであるため、前述した要因（「ストローストラップを作ったこと」）と

近しい要因と考えられる。「自分だけのストラップが作れたから」、「自分の好みのストラップが作れたか

ら」といった記述がみられた。このことから、要因として「オリジナルのストローストラップ（製作物）が

できたこと」を見取ることができる。「かわいいストラップができたから」、「色がきれいでとてもかわい

いから」といった記述がみられた。このことから、要因として「ストローストラップ（製作物）を見たこ

と」を見取ることができる。

ブース⑧について以下に示す。

「作ることができたから」、「貝のろうそくが作れたから」といった記述がみられた。このことから、要

因として「キャンドルを作ったこと」を見取ることができる。「好きなかいがらを選ぶのが楽しかったか

ら」、「いろいろな貝の中から貝をえらぶのが楽しかったから」といった記述がみられた。このことから、

要因として「貝殻を選択して作ることができたこと」を見取ることができる。なお、この記述は、作る過程

のことであるため、前述した要因（「キャンドルを作ったこと」）と近しい要因と考えられる。「キャンド
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ルを好きな色にすることができたから」、「自分で色を選ぶのが楽しかったから」といった記述がみられた。

このことから、要因として「入れるオイルパステルの色を選択して作ることができたこと」を見取ることが

できる。なお、この記述は、作る過程のことであるため、前述した要因（「キャンドルを作ったこと」）と

近しい要因と考えられる。「ロウが溶けていくところがおもしろかった」、「ロウがとけてきれいな色に

なったから」といった記述がみられた。このことから、要因として「パラフィンを溶かす活動をしたこと」

を見取ることができる。なお、この記述は、作る過程のことであるため、前述した要因（「キャンドルを

作ったこと」）と近しい要因と考えられる。「好きなラメを選んで入れることができたから」、「ラメを入

れて工夫することができたから」といった記述がみられた。このことから、要因として「入れるラメを選択

して作ることができたこと」を見取ることができる。なお、この記述は、作る過程のことであるため、前述

した要因（「キャンドルを作ったこと」）と近しい要因と考えられる。「せんぷうきでかわかすとかたまっ

たのがおもしろかった」、「すぐにロウが固まるのがおもしろかった」といった記述がみられた。このこと

から、要因として「パラフィンが固まるようすを見たこと」を見取ることができる。なお、この記述は、作

る過程のことであるため、前述した要因（「キャンドルを作ったこと」）と近しい要因と考えられる。「自

分の理想どおりのキャンドルができたから」、「思いどおりのキャンドルが作れたから」といった記述がみ

られた。このことから、要因として「オリジナルのキャンドル（製作物）ができたこと」を見取ることがで

きる。「かわいいキャンドルができたから」、「きれいな貝のキャンドルができたから」といった記述がみ

られた。このことから、要因として「キャンドル（製作物）を見たこと」を見取ることができる。

５．まとめ

本研究では、山口大学教育学部小学校総合選修の第１学年の学生に、授業及び授業外活動で「科学の祭

典」に出展するブースの準備（企画を含む）をさせ、授業外活動として「科学の祭典」に参加させてブース

を出展させた。本研究を行い、明らかになった知見を以下に示す。

「科学の祭典」に出展するブースの準備（企画を含む）をする活動、また、「科学の祭典」の当日の活動

に対する学生の自己評価（「意欲的に取り組むことができた。」，「協力して取り組むことができた。」）

と学生の意識（「おもしろかった。」，「勉強になった。」）は良好であったことが分かった。

すべてのブースにおいて、参加した児童・生徒の意識（「おもしろかった」）が良好であったことが分

かった。さらに、児童・生徒の意識（「おもしろかった」）の要因のいくつかが明らかになった。

おわりに

佐伯・西尾（2022）で実施した「科学の祭典」の実験演示形式はワークショップであり、本研究で実施し

た「科学の祭典」の実験演示形式はブースであった。今後、ステージといった実験演示形式を用いて実践研

究を行い、知見を得る必要がある。

付記

本実践研究は、第37回（2021年度）マツダ事業助成（科学技術振興関係）を受けて実施した。
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